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富
山
市
長
　
森
　
　
雅
志 

舟橋村 小矢部市 富山市 

　
現
在
富
山
市
で
は
、
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
拠
点
集
中
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
富
山
港
線
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
や
高
山
本
線
活
性
化
社
会

実
験
に
続
き
、
現
在
、
全
国
初
と
な
る
公
設
民
営
の
上
下
分
離
方
式
に
よ
る
市
内

路
面
電
車
環
状
線
化
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
歴
史
的
・
文
化

的
資
産
や
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
活
か
し
な
が
ら
、
多
様
な
個
性
に
磨
き
を
か

け
る
と
と
も
に
、
世
代
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
人
々
が
「
暮
ら
し
た
い
ま
ち
」
「
訪
れ
た
い
ま
ち
」
を
目

指
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
手
法
と
し
て
公
共
交
通
軸
の
再
生
を
図
り
な
が
ら
、
人
に
や
さ
し
い
ま

ち
「
人
間
都
市
富
山
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

　
現
在
、
国
会
が
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
況
で
す
が
、
今
こ
そ
自
民

党
に
責
任
政
党
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

舟
橋
村
長
　
金
森
　
勝
雄 

　
舟
橋
村
は
、
富
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
県
都
富
山
市
ま
で
車
で
二
十

分
、
電
車
で
十
三
分
と
い
う
利
便
性
の
高
さ
と
、
立
山
連
峰
を
一
望
で
き
る
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
に
あ
る
日
本
一
面
積
の
小
さ
な
自
治
体
で
す
。 

　
近
年
で
は
、
人
口
増
対
策
が
功
を
奏
し
、
若
い
世
代
の
転
入
者
が
多
く
、
村
の

平
均
年
齢
が
三
十
八
歳
と
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
旧
の
住
民
が
共
存
す

る
中
で
、
地
域
の
政
策
・
施
策
は
、
地
域
住
民
が
自
ら
決
定
す
る
自
己
決
定
と
、
決
定
責
任
も
ま
た
自

ら
が
負
う
自
己
責
任
の
も
と
、
住
民
の
活
力
が
反
映
さ
れ
る
体
制
の
整
備
が
急
務
と
考
え
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
精
神
の
も
と
に
、
住
民
・
地
域
・
行
政
が
共
通
の
目
的
を
持

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
住
民
と
協
働
す
る
行
政
」
の
確
立
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

小
矢
部
市
長
　
桜
井
　
森
夫 

　
小
矢
部
市
は
、
古
く
か
ら
北
陸
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
「
火
牛
の
計
」

で
名
高
い
源
平
合
戦
の
倶
利
伽
羅
古
戦
場
や
、
従
来
の
高
床
建
物
の
定
説
を
覆
す

発
見
が
あ
っ
た
桜
町
遺
跡
を
有
し
、
更
に
は
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
ク
ロ
ス
ラ

ン
ド
お
や
べ
」
や
市
内
全
域
に
わ
た
っ
て
メ
ル
ヘ
ン
建
築
が
点
在
す
る
魅
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
で
す
。 

　
本
年
七
月
に
は
東
海
北
陸
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し
、
東
海
・
中
京
方
面
と
の
交
流
が
活
発
に
な
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
ビ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ス
に
小
矢
部
市
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
企
業
誘
致
や
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
対
策
と
し
て
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
拡
充
や
、

新
し
い
定
住
人
口
を
促
進
す
る
人
口
増
対
策
を
実
施
し
ま
す
。 

　
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
六
次
市
勢
総
合
計
画
を
策
定
し
、
「
魅
力
・
安
心
・
充

実
」
を
基
本
テ
ー
マ
と
し
て
「
み
ん
な
で
輝
く
十
年
」
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。 

 

自
由
民
主
党
大
会 

第75回 

平成20年1月17日　グランドプリンス新高輪 

 

総
裁
表
彰
者 

　
優
秀
党
員 

　  

竹
内
　
弘
則
（
富
山
市
―
婦
中
） 

　  

北
島
秀
一
郎
（
南
砺
市
―
福
光
） 

　  

山
本
　
　
修
（
射
水
市
―
小
杉
） 

　  

吉
田
　
良
三
（
富
山
市
―
富
山
） 

　
優
秀
党
組
織
・
機
関 

　  

自
由
民
主
党
富
山
県
支
部
連
合
会 

　  

自
由
民
主
党
砺
波
市
連
合
支
部 

　  

自
由
民
主
党
入
善
町
支
部 

　
友
好
団
体 

　  

富
山
県
建
設
業
協
会 

　
協
力
者

 

　  

石
澤
　
義
文
（
高
岡
市
―
福
岡
） 

　
わ
が
党
は
一
月
十
七
日
東
京
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

新
高
輪
で
全
国
か
ら
党
員
・
党
友
を
は
じ
め
約
三
千
人

が
出
席
し
第
七
十
五
回
自
由
民
主
党
大
会
を
開
催
し
た
。 

　
大
会
で
は
、
福
田
康
夫
総
裁
が
わ
が
党
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
を
「
立
党
以
来
の
最
大
の
危
機
」
と
位
置
づ

け
、「
国
民
の
願
う
と
こ
ろ
は
、
将
来
の
不
安
を
取
り
除

き
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
制
度
の
確
立
に
あ
る
」

と
述
べ
、
党
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
国
民
本
位
の
政
治
を
確
立
す
る

こ
と
で
、
国
民
の
信
頼
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
述
べ
た
。 

　
次
い
で
、
伊
吹
文
明
幹
事
長
が
、「
新
た
な
決
意
、
さ
ら
な
る
挑
戦
」
―

立
ち
上
が
れ
自
民
党
―
と
い
う
新
た
な
る
決
意
の
下
で
、
さ
ら
な
る
挑
戦

に
臨
む
わ
が
党
の
姿
勢
を
示
し
党
再
生
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。 

　
ま
た
、
永
年
わ
が
党
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
優
秀
党
員
・
組
織
、
各
種
団

体
、
協
力
者
等
が
表
彰
さ
れ
、
党
大
会
終
了
後
、
県
内
か
ら
の
総
裁
表
彰

者
を
囲
ん
で
の
長
勢
甚
遠
県
連
会
長
主
催
の
懇
親
会
に
移
り
、
日
頃
の
党

活
動
を
語
り
合
っ
た
。 

▲懇親会　総裁表彰者を囲んで 

「新た「新たな決意、な決意、さらなる挑戦」挑戦」 
　　―立　　―立ち上がれ自民党―がれ自民党― 
「新た「新たな決意、な決意、さらなる挑戦」挑戦」 
　　―立　　―立ち上がれ自民党―がれ自民党― 
「新たな決意、さらなる挑戦」 
　　―立ち上がれ自民党― 

党
再
生
へ
の
決
意
を
新
た
に 
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自民党員 
募 集 ！  

自民党は党員を募集しています。詳しくは、お近くの自民党支部又は自由民主党富山県支部連合会まで 
〔自由民主党富山県支部連合会〕 
〒930－0095 富山市舟橋南町3－15　TEL 076－432－2520　http://www.jimin-toyama.jp/

自 民 富 山  

県
内
首
長
さ
ん
に
よ
る 

特
別
寄
稿
文
を
次
号
以 

降
も
順
次
掲
載
さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま
す
。 



議　長 

副議長 

　
富
山
県
議
会
は
、二
月
定
例
県
議
会
最

終
日
の
三
月
二
十
四
日
、正
副
議
長
の
改
選

を
行
い
、議
長
に
四
方
正
治
氏（
自
民
六
期
、

射
水
市
―
新
湊
選
出
）、副
議
長
に
坂
田
光

文
氏（
自
民
五
期
、富
山
市
第
二
―
大
沢
野

選
出
）を
選
出
し
ま
し
た
。 

　
富
山
県
政
発
展
の
た
め
、正
副
議
長
の
今

後
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

　
わ
が
党
へ
の
支
持
が
比
較

的
弱
い
層
と
し
て
、
若
年
層

の
存
在
が
あ
る
。 

　
青
年
組
織
或
い
は
党
全
体

に
と
っ
て
、
こ
の
層
か
ら
の

支
持
を
拡
大
し
、
無
党
派
か

ら
自
民
党
支
持
者
、
自
民
党

支
持
者
か
ら
、
「
自
民
党
員
」

へ
と
進
化
、
定
着
さ
せ
る
こ

と
は
、
党
の
発
展
に
と
っ
て

大
事
な
こ
と
で
す
。 

自
民
党
富
山
県
連
Ｈ
Ｐ
を 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
!!
 

今
年
か
ら
、
党
員
の
皆
さ
ん
に
リ

ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
を
お
届
け
す
る

た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
し
、
携
帯
サ
イ
ト
で
の
運
用
も

開
始
し
ま
し
た
。 

自
民
富
山
と
連
動
し
た
生
の
情
報

を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、

メ
ル
マ
ガ
の
試
験
運
用
を
始
め
ま
し

た
。
新
し
い
自
民
党
の
広
報
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。 

  

広
報
副
委
員
長
　
鋪
田
　
博
紀 

富　山 
県議会 議長に四方氏、副議長に坂田氏 

坂田 光文 氏 

四方 正治 氏 

フ
ェ
ロ
ー（
仲
間
）制
度
の
導
入 

※フェロー（Fellow）＝仲間 

　
自
民
党
富
山
県
連
で
は
、
29
歳
以
下
の
男
女

を
対
象
に
フ
ェ
ロ
ー
（
仲
間
）
会
員
を
募
集
し

ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
二
月
七
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」
で
す
。
北
方
四
島
（
国
後
、
択
捉
、
歯
舞
、

色
丹
）
は
旧
ソ
連
に
よ
っ
て
不
法
軍
事
占
領
さ
れ
た
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
り
、

今
も
旧
島
民
が
生
存
し
て
お
り
過
去
の
問
題
で
は
な
く
現
在
の
問
題
で
す
。 

　
自
民
党
富
山
県
連
で
は
、
遊
説
局
、
青
年
局
・
部
を
中
心
に
、
富
山
、
高
岡
、

魚
津
、
黒
部
な
ど
県
内
各
地
で
、
「
北
方
領

土
は
日
本
固
有
の
領
土
」
で
あ
る
こ
と
と
、

こ
の
問
題
の
歴
史
経
緯
や
富
山
県
出
身
者
の

割
合
が
全
国
で
も
多
く
県
民
に
と
っ
て
も
身

近
な
問
題
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の

問
題
の
重
要
性
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
政
府
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
返
還
に
は
国
民
世
論
の
理
解
と
強
力
な

後
押
し
が
必
要
で
す
。 

　
北
方
四
島
の
返
還
を
み
ん
な
で
実
現
し
ま

し
ょ
う
！ 

 

会員になっていただいた方には！ 
●自民党富山県連が発行している情報機関紙とメルマガを送ります 
富山県連の各種行事や党活動等を掲載している情報機関紙「自民富山」を年に4回
送付します。また、青年部・青年局、女性部についての情報をメールで配信いたしま
す。時の政策課題などについても、「自民富山」を通じてお知らせいたします。 

●講演会や各種行事に参加ができます 
フェロー会員だけの勉強会に参加できます。また、若手の政治家との交流会に参加
し、意見交換をすることもできます。自民党富山県連の青年部や女性部主催のセミ
ナーや研修会にも参加できます。 

　
み
な
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
春
の
陽
気
の
な
か
、
お
健
や
か
な
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
党
女
性
局
長
の
あ
り
む
ら
治
子
で
す
。
日
頃
、
富
山
県
連
の
皆
さ
ま
か
ら
賜

っ
て
お
り
ま
す
温
か
い
ご
交
誼
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
二
月
九
日
に
開
催
さ

れ
た
三
部
局
合
同
研
修
会
で
は
、
温
か
く
お
迎
え
下
さ
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
青
年
局
・
青
年
部
・
女
性
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
発
揮
さ
れ
、
協
力
し
な
が
ら
富
山
県
連

の
伝
統
を
創
っ
て
こ
ら
れ
た
経
緯
を
知
り
、
熱
心
に
学
び
の
機
会
を
設
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
勢
と
温
か
い
友
情
に
大
き
な

勇
気
を
賜
り
ま
し
た
。
私
が
富
山
県
の
お
隣
・
石
川
県
の
金
沢
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
も
、
親
し
く
接
し
て
い
た
だ
い
た
一
因

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

　
講
演
で
は
、
日
頃
か
ら
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
領
土
問
題
を
中
心
に
ご
報
告
致
し
ま
し
た
が
、
富
山
県
は
石
川

県
と
共
に
、
北
方
領
土
を
拓
き
、
ま
た
引
き
揚
げ
を
さ
れ
た
方
々
が
本
州
の
中
で
は
最
も
多
い
地
域
で
す
。 

　
国
会
で
何
度
も
取
り
上
げ
て
き
た
領
土
関
係
の
質
問
に
よ
っ
て
、
北
方
領
土
の
教
科
書
記
述
が
正
常
化
さ
れ
、
こ
の
四
月

一
日
か
ら
は
、
私
の
国
会
提
案
に
よ
っ
て
、
教
科
書
・
地
図
上
で
の
「
歯
舞
諸
島
」
と
い
う
名
称
も
、
領
土
返
還
運
動
や
内

閣
府
、
地
元
根
室
市
で
使
わ
れ
て
い
る
「
歯
舞
群
島
」
と
い
う
呼
称
に
統
一
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
「
領
土
の
一
部
を
失
っ
て
黙
っ
て
い
る
国
民
は
領
土
の
全
て
を
失
う
危
険
を
負
う
」
ド
イ
ツ
の
法
哲
学
者
・
イ
エ
ー
リ
ン

グ
の
言
葉
で
す
。
今
後
と
も
領
土
問
題
を
は
じ
め
真
面
目
に
富
山
・
日
本
の
政
治
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様

と
連
携
し
、
信
頼
関
係
を
深
め
な
が
ら
、
海
洋
国
家
日
本
の
未
来
に
責
任
を
担
え
る
活
動
を
打
ち
出
し
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。 

　
温
か
い
ご
交
誼
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
皆
々
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
議
院
議
員
　
比
例
代
表
（
全
国
区
）
選
出
　
　
自
民
党
女
性
局
長
　
　
あ
り
む
ら
治
子 

第56回　自民党富山県連 
　　　　 定期大会の開催 
 
日時：平成20年5月31日（土） 
会場：富山県民会館 
　　　　富山市新総曲輪4－18 
　　　　TEL.076－432－3111

ご　案　内 

　
二
月
九
日
開
催
の
三
部
局
合
同
研
修

会
で
講
師
の
党
本
部
女
性
局
長
　
有
村

　
治
子
先
生
（
参
議
院
議
員
）
に
接
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
、
元
気
一
杯
、
何
事

に
も
全
力
投
球
さ
れ
る
姿
勢
と
明
る
い

人
柄
に
感
激
し
ま
し
た
。
先
生
は
現
在

日
本
が
直
面
し
て
い
る
外
交･

防
衛
問

題
を
簡
潔
に
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
国

家
観
等
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
有
村
先
生
の
熱
意
溢
れ
る
話
を
も
っ
と
沢
山
の
人
が
聞
き
、
自

民
党
が
活
気
付
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
先
生
の
パ
ワ
ー
を
分
け
て

貰
い
、
今
後
の
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
広
報
副
委
員
長
・
女
性
部
幹
事
長
　
　
堀
田
　
紀
子 
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   ケータイ版 
（http://www.jimin-toyama.jp/i） 

ＱＲコードを
ケータイで読
み取るだけで
アクセスでき
ます。 

（２） 平成20年 ４月 20日（第40号） 自 民 富 山  


